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〈
議
会
あ
れ
こ
れ「
討
論
っ
て
な
ぁ
に
？
」・・・
議
会
の
会
議
に
お
い
て
、
表
決
の
前
に
、
議
題
と
な
っ
て
い
る
案
件
に
対
し
、
賛
成
か
反
対
か
の
自
己
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。〉

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
29
号　

平
成
25
年
２
月
１
日
発
行
）

　
総
合
振
興
計
画
は
市
の
個
別

計
画
す
べ
て
の
上
位
計
画
に
位

置
づ
け
さ
れ
て
お
り
、【
基
本

構
想
】
及
び
【
基
本
計
画
】
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
基
本
構
想

の
計
画
期
間
は
平
成
20
年
度
〜

29
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
10

年
間
。
基
本
計
画
は
基
本
構
想

で
定
め
た
将
来
都
市
像
を
具
現

化
す
る
た
め
の
も
の
で
、
前
期

５
年
と
後
期
５
年
に
分
か
れ
て

い
る
。

●
地
域
に
お
け
る
日
常
的
な
支

え
合
い
づ
く
り
、
災
害
時
の
速

や
か
な
避
難
支
援
に
役
立
て
る
。

①
【
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
】

地
域
住
民
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
等

事
業
者
に
よ
る
緩
や
か
な
見
守

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

②
【
地
域
支
え
合
い
マ
ッ
プ
】

災
害
時
要
援
護
者
の
デ
ー
タ
を

も
と
に
「
ど
の
人
が
誰
を
見
守

っ
て
い
る
の
か
」
「
見
守
り
に

漏
れ
て
い
な
い
か
」
の
点
検
と

支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り

「
原
発
ゼ
ロ
」
を
た
だ
ち
に
求

め
る
意
見
書
提
出
へ
の
請
願

　深
谷
市
上
柴
町
西
６
‐
22
‐
１

　
日
本
共
産
党
深
谷
市
委
員
会

　
代
表
　
　
　
　
　
中な

か

島じ

ま

　
保

た
も
つ

国
に
対
し
意
見
書
と
し
て
提
出

し
ま
し
た
。

請
願
第
14
号
（
不
採
択
）

危
険
な
米
軍
輸
送
機
オ
ス
プ
レ

イ
の
配
備
と
低
空
飛
行
訓
練
の

中
止
を
求
め
る
意
見
書
提
出
へ

の
請
願

深
谷
市
宿
根
５
４
３
‐
１

　
深
谷
平
和
委
員
会

　
代
表
　
　
　
　
内う

ち

川か

わ

　
幸こ

う

一い

ち

■
人
権
擁
護
委
員
に

　
佐さ

久く

間ま　

愛あ

い

子こ

氏

　
佐
久
間
愛
子
氏
の
任
期
が
平

成
25
年
３
月
31
日
に
満
了
と
な

る
た
め
、
引
き
続
き
同
氏
を
推

薦
す
る
こ
と
に
異
議
な
い
旨
回

答
し
ま
し
た
。

都
市
計
画
道
路
原
郷
上
野
台
線

の
立
体
交
差
設
計
報
告

　
上
柴
地
区
か
ら
国
済
寺
土
地

区
画
整
理
地
区
を
結
ぶ
高
崎
線

の
立
体
交
差
工
事
。
日
照
権
や

騒
音
問
題
等
地
元
か
ら
の
要
望

に
よ
り
立
体
交
差
の
構
造
を
オ

ー
バ
ー
パ
ス
か
ら
ア
ン
ダ
ー
パ

ス
に
都
市
計
画
変
更
を
行
っ
た
。

問
　
高
架
橋
工
事
か
ら
地
下
式

に
変
更
に
な
っ
た
経
緯
は
承
知

し
て
い
る
。
ま
た
、
高
架
に
し

た
場
合
約
15
億
円
に
対
し
地
下

式
に
変
更
し
た
時
点
で
約
28
億

円
の
概
算
だ
と
い
う
報
告
も
受

け
て
い
る
。
今
回
、
設
計
報
告

で
48
億
円
と
算
出
さ
れ
た
訳
だ

が
、
な
ぜ
高
額
に
？

答
　
概
略
設
計
で
は
約
28
億
円

だ
っ
た
が
、
実
際
の
詳
細
設
計

を
行
っ
た
結
果
、
上
柴
側
の
工

事
ス
ペ
ー
ス
制
限
と
地
質
の
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査
で
大
き
な
玉
石

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
工
事

工
法
が
変
更
と
な
っ
た
こ
と
が

そ
の
理
由
で
あ
る
。

問
　
も
し
工
事
を
始
め
た
場
合
、

工
期
は
ど
れ
ほ
ど
に
な
る
の
か
。

答
　
設
計
上
で
は
８
年
で
あ
る
。

問
　
な
ぜ
そ
れ
ほ
ど
の
工
期
が

必
要
な
の
か
。

答
　
線
路
の
下
を
工
事
す
る
こ

と
に
な
る
。
電
車
が
通
ら
な
い

時
間
帯
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら

長
い
工
期
に
な
っ
て
し
ま
う
。

○
市
立
保
育
園
民
営
化
の
進
捗

に
つ
い
て

○
大
里
広
域
市
町
村
圏
組
合
が

実
施
す
る
「
ご
み
処
理
施
設

長
寿
命
化
工
事
」
に
つ
い
て

○
災
害
用
３
ト
ン
級
重
機
及
び

搬
送
車
の
国
か
ら
の
貸
与
に
つ

い
て

○
公
共
施
設
の
電
力
切
り
替
え

に
つ
い
て

○
深
谷
市
指
定
文
化
財
「
花
園

中
学
校
裏
サ
ギ
の
生
息
地
」
指

定
解
除
と
自
校
式
給
食
場
建
設

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　
深
谷
市
公
共
施
設
の
在
り
方

に
関
す
る
事
前
協
議
会
が
始
動
。

平
成
25
年
３
月
ま
で
４
回
の
協

議
会
が
持
た
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

設
置
目
的

　
深
谷
市
議
会
と
市
執
行
部
に

お
い
て
、
公
共
施
設
の
在
り
方

に
関
す
る
基
本
方
針
を
協
議
す

る
場
と
し
て
、
事
前
協
議
会
を

設
置
。

協
議
事
項

⑴
公
共
施
設
の
適
正
配
置

　
平
成
21
年
か
ら
始
ま
っ
た

「
深
谷
市
議
会
議
会
改
革
」
は
、

今
年
も
議
長
の
諮
問
に
よ
り
再

開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
12
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
議

員
会
議
に
お
い
て
全
会
一
致
で

決
定
し
、
同
日
、
正
副
委
員
長

の
互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑵
本
庁
舎
を
含
む
特
定
建
築
物

の
耐
震
化
対
策

⑶
旧
埼
玉
県
立
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
の
活
用
策

の
う
ち

本
庁
舎
の
耐
震
性
能
が
著
し
く

不
足
し
て
い
る
こ
と
、
大
地
震

時
の
災
害
拠
点
と
し
て
の
機
能

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の

理
由
か
ら
、
本
庁
舎
の
建
て
替

え
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
ま
た
、
旧
埼
玉
県

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に

つ
い
て
も
方
向
性
を
出
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

日
程

第
１
回
　
平
成
24
年
11
月
26
日

第
２
回
　
平
成
24
年
12
月
12
日

第
３
回
　
平
成
25
年
１
月
16
日

第
４
回
　
平
成
25
年
２
月
13
日

第
４
次
議
会
改
革
委
員
会

　
　
委
員
長
　
　
髙
田
博
之

　
　
副
委
員
長
　
清
水
健
一

＊
議
会
改
革
委
員
会
は
公
開
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
の

予
定
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

議
員
全
員
協
議
会

さまざまな意見が出されました

　「原発ゼロ」を
ただちに求める　

第
４
次　

議
会
改
革
委
員
会
を
設
置

本
庁
舎
、
ど
う
す
る
？

総合振興計画

事業化のメドは立っていない

支え合いマップの例

　

議
決
案
件
で
は
な
い
が
、
行
政
運
営
上
重
要
な
件
に
対
し

て
議
長
が
招
集
し
市
側
が
報
告
す
る
会
議
。
12
月
議
会
終
了

後
に
開
催
さ
れ
た
会
議
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

総
合
振
興
計
画　
　
　

後
期
基
本
計
画
の
策
定

『
ど
う
し
て

こ
れ
ほ
ど
高
額
に
？
』

高
齢
者
等
の
孤
立
死
を
防
ぐ

２
つ
の
取
り
組
み

そ
の
他
の
報
告

な
ぜ
48
億
円
!?

会　派　名（※） 深　　和　　会 公明党 深ク 志民 共産 彩新 無 審
議
結
果

議  員  名

請　願  

為
谷
　
　
剛

小
森
　
秀
夫

柴
崎
　
重
雄

吉
田
幸
太
郎

馬
場
　
　
茂

清
水
　
健
一

仲
田
　
　
稔

倉
上
　
由
朗

新
井
　
　
清

松
本
　
政
義

須
藤
　
邦
夫

中
矢
　
寿
子

五
間
く
み
子

三
田
部
恒
明

武
井
　
伸
一

永
田
　
勝
彦

髙
田
　
博
之

加
藤
　
温
子

加
藤
　
利
江

清
水
　
　
修

清
水
　
　
睦

田
島
　
信
吉

田
嶋
　
　
均

村
川
　
徳
浩

石
川
　
克
正

危険な米軍輸送機オスプレイの配備と低空飛行訓練の中止を求める意見書提出の請願 × 議
長
× × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × 不採択

「原発ゼロ」をただちに求める意見書提出への請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × 採択
※会派名は、深クは深谷クラブ、志民は深谷志民の会、共産は日本共産党、彩新は彩新連合、無は無所属です。
※議長は同数のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対）

12月定例会　請願に対する各議員の賛否

反
　
対

反
　
対

反
　
対

賛
　
成

賛
　
成

賛
　
成

賛
　
成

新
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
が
確
立
し

て
い
な
い
現
在

に
お
い
て
は
難
し
い
問
題
で

あ
る
。
一
日
も
早
く
原
発
ゼ

ロ
の
社
会
を
築
く
こ
と
は
大

賛
成
だ
が
即
時
ゼ
ロ
の
文
言

を
深
谷
市
議
会
の
意
見
と
し

て
提
出
す
る
こ
と
に
反
対
す

る
。

脱
原
発
に
つ
い

て
は
そ
こ
へ
行

く
ま
で
の
意
見

が
割
れ
て
い
る
が
、
そ
の
方

向
に
お
い
て
す
べ
て
が
正
し

い
。
市
民
は
原
発
に
頼
ら
な

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
望
ん

で
い
る
。
市
民
の
声
を
代
弁

し
国
に
伝
え
て
い
く
の
が
議

員
の
責
務
で
あ
る
。

様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
て
い
る

が
、
賛
成
に
し

て
も
反
対
に
し
て
も
方
向
性

に
し
て
は
皆
同
じ
だ
と
思
う
。

し
っ
か
り
議
論
し
た
う
え
で

文
言
を
見
直
す
べ
き
で
あ
り
、

継
続
審
議
を
望
む
。

原
発
推
進
者

は
、
原
発
を
な

く
す
と
経
済
が

衰
退
す
る
と
言
う
が
、
日
本

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

原
発
の
40
倍
、
雇
用
効
果
は

13
倍
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

原
発
ゼ
ロ
の
決
断
こ
そ
、
国

民
の
命
を
守
る
確
か
な
道
で

あ
る
。

原
発
事
故
で
被

災
さ
れ
た
方
の

現
状
を
知
る

と
、
同
じ
国
民
と
し
て
悲
し

い
こ
と
で
あ
る
。
原
発
中
止

に
よ
り
産
業
界
も
国
民
も
負

担
が
増
す
が
、
人
道
上
に
も

と
れ
ば
請
願
の
と
お
り
で
あ

る
。
微
細
な
表
現
に
と
ら
わ

れ
ず
採
決
す
る
べ
き
だ
。

「
た
だ
ち
に
」
原

発
ゼ
ロ
に
す
る

意
見
書
で
あ
っ

て
、
提
出
す
る
側
の
解
釈
で

な
く
、
提
出
先
の
国
や
、
市

民
が
「
即
時
」
を
ど
う
受
け

止
め
る
か
で
あ
る
。「
即
刻
ゼ

ロ
」
に
賛
成
す
る
議
員
は
こ

れ
か
ら
も
そ
の
立
場
を
曖
昧

に
で
き
な
い
。

今
何
が
大
事

か
。
命
よ
り
大

切
な
も
の
は
な

い
。
私
た
ち
は
未
来
の
子
供

た
ち
の
た
め
に
も
決
断
す
る

べ
き
で
あ
る
。
請
願
に
は
、

政
府
が
す
べ
て
の
原
発
か
ら

た
だ
ち
に
撤
退
す
る
決
断
を

求
め
る
と
書
い
て
あ
る
。
ま

ず
は
決
断
が
大
切
で
あ
る
。

こ
の
模
様
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

動
画
配
信
で

議
会
最
終
日
12
月
14
日
分

（
一
時
間
十
二
分
後
ご
ろ
か
ら
）

10月
　２日～４日	 福祉文教委員会視察　　　
　15日～ 17日	 市民産業委員会視察
　15日～ 17日	 総務委員会視察
　23日	 戦没者追悼式
　24日～ 26日	 環境都市委員会視察　　　
　30日～ 11月１日	 議会運営委員会視察

11月
　７日	 市政功労者表彰式
　14日～ 16日	 会派視察
	 （志民の会、深谷クラブ）
　14日	 秩父市より視察受け入れ
	 （市議会だより編集委員会）
　20日	 第三区議長会議員研修

原
発
を
な
く
す

工
程
表
も
無
し

に
今
原
発
を
ゼ

ロ
に
す
る
と
い
う
内
容
の
請

願
で
あ
る
。
脱
原
発
の
方
向

性
が
同
じ
だ
か
ら
賛
成
す
る

と
い
う
の
は
論
理
の
す
り
替

え
で
あ
る
。
請
願
文
を
正
確

に
読
み
取
っ
て
賛
否
を
す
る

の
が
議
員
の
責
務
で
あ
る
。

「
即
時
」
に
は

反
対
す
る
。
委

員
会
の
議
論
で

は
「
即
時
」
に
し
た
場
合
、

日
本
の
産
業
に
対
す
る
影
響

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
い
な

い
。
現
実
を
直
視
し
た
真
面

目
な
議
論
を
す
る
べ
き
。
で

き
な
い
約
束
を
政
治
家
が
す

る
罪
深
さ
も
考
え
て
ほ
し
い
。

請
願
第
15
号
（
採
択
）

一
、
日
本
政
府
が
す
べ

て
の
原
発
か
ら
た
だ

ち
に
撤
退
す
る
決
断

を
行
う
こ
と
を
求
め

ま
す
。

請
願
の
審
査
結
果

そ
の
他
の
請
願
の
審
査
結
果

●
人
事
案
件

●
閉
会
中
、
主
な
議
会
の
動
き

請願・人事案件 議員全員協議会など

反
　
対

反
　
対


